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最強のコンクリートへ 
超高強度コンクリート混和材 
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デンカΣ2000は、水和生成物「エトリンガイト」によって空隙を充てんすると共に、

微粉技術によって、強度に寄与する「カルシウムシリケート水和物（CSH）」を積極

的に生成させることでコンクリートを高強度化することができます。 

超高強度時代に対応！ 
すぐれた経済性と高性能を発揮します。 

の性質（代表値） 

によるメリット 

物理的性質 

密度（g/cm3） 

2.45

化学組成（％） 

SO3 

11.4

R2O 

1.00

Cl2 

0.04

汎用の高強度材を要しません。  
シリカフュームやシリカフュームを混和したセメントなどの汎用的な高強度材を用いることなく、 
高強度コンクリートが製造できます。 

発熱が抑えられます。  
セメントが低減できるため、セメントの水和に起因する発熱を抑えることができます。 

少ないセメントにて高強度コンクリートが得られます。  
同等の強度を得るために必要なセメント量が10～20％程度低減できます。 11
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の用途 

の使用方法 

配合 
スランプ 
［スランプフロー］ 
（cm） 

空気量 
（％） 

W/C 
（％） 

S/a 
（％） 

単位量（kg/m3） 高性能 
減水剤 
（kg/m3） 

圧縮強度（N/mm2） 

1 

2 

3 

4 

5 

6

 
8 

 

12 

 

65

 
2.0 

 

2.0 

 

2.0

 
47 

 

47 

 

47

165 

145 

158 

142 

150 

150

400 

400 

450 

450 

486 

783

847 

842 

837 

826 

807 

691

963 

957 

951 

939 

917 

786

65.8 

101 

74.9 

113 

128 

154

0 

60 

0 

60 

50 

50

9.60 

9.20 

10.8 

12.8 

10.8 

20.8

51.0 

85.6 

57.2 

90.1 

38.9 

49.4

57.1 

93.0 

67.4 

103 

86.7 

118

養生方法 

蒸気養生 

標準養生 

41.3 

36.2 

35.1 

31.6 

30.9 

19.2

水 セメント 
※ 

細骨材 粗骨材 Σ2000 1日 7日 28日 

コンクリートの配合例と圧縮強度例 

高層建築物の柱・梁 パイルやポールなど 

設計基準強度80N/mm2以上の 
高強度コンクリート 

有効プレストレス12～30N/mm2の 
高プレストレス製品 

デンカΣ2000は、セメント量の5～15％程度を「外割」にて添加します。最適な添加量は、目標とする強度や経済性に
応じて適宣検討します。また、1m3当たりの使用量は、100kg以下でご使用下さい。 

※セメント種類：普通ポルトランドセメント 

1
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エトリンガイト カルシウムシリケート水和物（CSH） 
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デンカΣ2000を用いたコンクリートの圧縮強度（一例） 

材齢（日） 

圧
縮
強
度（
N
/m
m
2
） 

デンカΣ2000を用いたコンクリートの乾燥収縮（一例） 

1
22
33

★デンカΣ2000は水に触れると弱アルカリを呈しま
す。皮膚に付着した際は速やかに水洗いして下さい。 
★デンカΣ2000が目に入った場合、きれいな水で
30分以上洗浄し、医師の診察を受けて下さい。 
★デンカΣ2000を扱う際は防じんマスク・ゴーグル
およびゴム手袋を着用して下さい。 

取扱上の注意 

一般土木・建築工事にて使用する場合 

一般的な土木・建築工事にデンカΣ2000を用いる場合、通常のコンクリートと同様に扱うことができます。 
使用量はセメントに対して5～15％ですが、標準的には10％あるいは50kg/m3です。 
また、1m3当たりの使用量は、100kg以下でご使用下さい。 

★高強度コンクリートは骨材の品質に大きく影響を
受けます。事前に試験練りにて確認願います。 
★ポリカルボン酸系の混和剤を推奨します。 
★粘性の高いコンクリートとなりますので、実際の施
工に際しては型枠を堅固に組んで下さい。 
★締固めが不十分であると強度が充分に発現しません。 
★圧縮強度の測定に用いる試験体は成型した後、強
度低下を防ぐため直ちに表面の乾燥防止を施して
下さい。また圧縮強度の測定に際しては、載荷面を
研磨して下さい。キャッピングでは正しい強度が測
定できないことがあります。 

使用上の注意 
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デンカΣ2000を用いたコンクリートの凝結特性（一例） 

材齢（時間） 

貫
入
抵
抗
値（
N
/m
m
2
） 
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水結合材比18％ 
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水結合材比28％ 

（終結） 

（始発） 
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水結合材比18～23％ 
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単位セメント量450kg／m3

単位セメント量500kg／m3

単位セメント量400kg／m3

材齢28日の値 

配合による影響 

養生条件による影響 

デンカΣ2000を用いたコンクリートの圧縮強度（一例） 

デンカΣ2000を用いたコンクリートの圧縮強度（一例） 

蒸気養生にてΣ2000を使用する場合 

コンクリートの圧縮強度は、単位セメント量やデンカΣ2000および蒸気養生条件によって変化します。 

★高強度コンクリートは骨材の品質に大きく影響を受けます。事前に試験練りにて確認願います。 
★締固めが不十分であると強度が充分に発現しません。 
★蒸気養生を開始する時期は、凝結の終結ごろを目安として下さい。開始時期が早すぎると熱膨張によって強
度が低下することがあります。 

★圧縮強度の測定に用いる試験体は成型した後、強度低下を防ぐため直ちに表面の乾燥防止を施して下さい。
また圧縮強度の測定に際しては、載荷面を研磨して下さい。キャッピングでは正しい強度が測定できないこ
とがあります。 

使用上の注意 
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★デンカΣ2000は水に触れると弱アルカリを呈します。皮膚に付着した際は速やかに水洗いして下さい。 
★デンカΣ2000が目に入った場合、きれいな水で30分以上洗浄し、医師の診察を受けて下さい。 
★デンカΣ2000を扱う際は防じんマスク・ゴーグルおよびゴム手袋を着用して下さい。 

取扱上の注意 
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